
■タイ：エネルギー省が原子力発電導入の決定を総選挙後に先送り 
エネルギー省（DOE）は2011年2月16日、原子力発電導入の決定を2011年6月の総選挙後に先

送りすると発表した。当初、米国のコンサルタント（Burns & Roe Inc.）の事業化調査結果を基に

3 月に原子力発電の導入を決定するはずであった。国家エネルギー政策委員会（NEPC）が承認し

た長期電源開発計画（PDP 2010：2010～2030年）にも原子力発電の導入（2020年から5基導入）

が明記されている。しかし、原子力発電の安全性を懸念する声が根強く、アビシット首相が総選挙

後に原子力発電導入の是非を決定する方針を打ち出し、原子力発電の導入は次期政権によって決定

されることになる。 


